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Turkey: Reading Its Political Future Path in 2015 
 
「EU加盟」交渉の経緯 






















1999 年、この時は祖国党（Anavatan Partisi: ANAP）、民族主義者行動党（Milliyetçi Hareket 
Partisi: MHP）、民主左派党（Demokratik Sol Partisi: DSP）の中道、トルコ民族主義右派、中道
左派の連立という脆弱な政権だったが、EU加盟交渉の候補国となった。 
次に加盟交渉が動いたのは、2002 年、福祉党と袂を分かったイスラーム主義者と中道勢力の政治
家がつくった公正・発展党（Adalet ve Kalkınma Partisi: AKP）が政権を取った年だった。EU加盟
に必要なコペンハーゲン基準（主に人権や民主化に関する基準）を満たせば加盟交渉に入れること
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クルド問題の打開とは 2013 年の 3 月に開始されたクルディスタン労働者党（Partiya Karkerên 
Kurdistan: PKK）との和解交渉を焦点として進められるクルドとの関係改善策である。PKK とトルコ
政府は 1990 年代に大規模な衝突を繰り返して双方で 4 万人を超す犠牲者を出したとされる。リー
ダーのアブドゥッラー・オジャランは終身刑を言い渡されてマルマラ海に浮かぶイムラアル刑務所に収
監中である。PKK の政治部門、人民民主党（Halkın Demokrasi Partisi: HDP）の国会議員が何
度も刑務所を訪問しながら、政府との和解交渉を進めているが、一進一退の状況が続いている。最終
的には、東部から東南部に広がるクルド地域に自治権を与えるかどうか、一種の連邦制に移行するか
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次いで、2010 年のガザ支援船拿捕、いわゆる Mavi Maramara 号事件である。トルコのイスラー
ム主義者を核とするNGO、IHH（人権、自由に関する人道支援財団）が船団を率いてカイロからガザ
へ支援物資を届けようとしたのに対し、公海上でイスラエル海軍が停船を明示、従わなかったためコ
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